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1．はじめに
 多くの連続したラグを持つ説明変数を使って回帰分析を行う時，説明変数の数が観測数を越
えたり，また，これら説明変数間に線形重合が起こると，推定不可能になる．特に，経済デー
タを使う時に顕著に起こる．これを回避する方法として，S．アーモソは，これら説明変数の回
帰係数が非負整数の多項式に従うという仮定を導入して，推定する（回帰）係数の個数を減じ
て推定し，元の回帰係数を推定する方法を提案した．これらの説明変数をアーモソ・ラグ説明
変数と呼ばう．アーモソ・・ラグ説明変数のみたらず，非アーモ．ソ・ラグ説明変数を含む一般の
場合のスヘシフィケーションが先験的に分かっている場合，変数選択問題は起こらたい．しか
